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―　東管協組青年部長協議会　―

　平素は全管連青年部協議会活
動に対し、ご支援、ご協力を賜り
改めて御礼申し上げます。
　私が会長職を拝命してから半年
が過ぎ、この間、何事に対しても
「焦らず、腐らず、驕らず」足元
をしっかりと見据える事をテーマ
とした「看脚下（かんきゃっか）」
を掲げ、全国から選出された理事、監事をはじめ多くの
会員の方々のご支援を賜りながら活動してくることがで
き、改めてお礼を申し上げます。
　青森総会から始まった今年度は、長期間にわたるデフ
レと景気低迷の脱却を優先課題とした経済政策「アベノ
ミクス」効果で長らく停滞していた日本経済も徐々に回
復基調に転じ、東京では「2020 年東京オリンピック・
パラリンピック」の開催に向け各種施設の建設やインフ

ラ整備が本格化してきています。
　しかしながら、地方においては依然として厳しい経済
情勢であるのも事実であります。我々は「会員サービス
のさらなる充実、そしてメリットを実感していただける事
業の実施」を第一とし、会員並びに業界の発展向上、
そして技術者・技能者不足など、その人材確保と育成が
建設産業における構造的な課題となっている昨今、「若
者が自分の未来を託せる魅力ある業界」にするため全力
を挙げて取り組んでまいります。
　最後になりますが、全国の会員の皆様の大いなるご活
躍をお祈り申し上げるとともに、親会ならびに関係各位
にはこれまで以上のご支援、ご協力を切にお願いし年頭
のご挨拶とさせて頂きます。

全国管工事業協同組合連合会青年部協議会
会長　秋山　雅仁

ゴミ清掃ボランティア活動を実施

　11 月の会員交流事業では多くの皆様のご参加有難うございました。積水化学工業㈱の工場を見学され
る皆様の目はとても真剣で、さすがプロだなと感じました。２日目の観光にて恒例？の温泉入湯とてもいい湯
でした。第 100 回理事会にて今年の第 20回東京総会の日程が 8月20日に決定しました。節目の総会を
たくさんの皆様で盛り上げていきましょう。今年も皆様方のご協力をお願いいたします。

　仲儀総務副部会長（さいたま市）
記後
集編

　東管協組青年部長協議会（村上竜馬会長）では９月
27 日㈰、大田区の平和の森公園にて毎年恒例のゴミ清
掃のボランティアを実施し、各支部青年部員とその家族
（大人 54名、子供 11名）が参加した。
　午前 11 時、参加者一同は京急線・平和島駅改札に
集合後、平和の森公園へ移動。村上会長からの｢清掃活
動には皆様のご協力により毎回多くの方にご参加いただ
いている。清掃後には昼食会も行うので今日は楽しく過
ごし親睦を深めてもらいたい｣続いて、木下実行委員長が
「毎回多くの子供達が参加してくれますがこれを機会に環
境美化を心がけてほしい」と挨拶した。その後、実施要
領を説明するとともにゴミ袋を参加者に配布しゴミ清掃
活動を開始した。公園内は整備が行き届いている事もあ
りゴミが少ないように思われたので、さらに範囲を広げ
活動時間を延長して清掃に取り組んだ。

　約１時間半にわ
たる清掃活動の
後、集めたゴミは
可燃物・不燃物
に分別の上、公
園管理事務所に
処理をお願いし
ました。
　清掃後は近隣の会場において参加者全員で昼食会を
開催し会員同士が親交を深めた。
　最後に今回参加していただいた皆さんにお礼申し上げ
ます。そしてこの清掃活動をこの先も途切れることなく続
けていきましょう。　

木下東青協副会長

青森総会で秋山新体制がスタート

平成28年　年頭のご挨拶

「新年のご挨拶を申し上げます。

本年も何卒よろしくお願い申し上げます。」

青森総会で献血事業を継続

木下実行委員長のあいさつ 参加者一同で記念撮影

実施要領説明を受ける参加者

秋山会長

テーマは「 人 間 の 、 か た ち 。」

パブリックトイレの形状を一から見直し、人が近寄りやすい形状を考えました。

人が使いやすく、建築にも合わせやすいLIXILの新しいパブリックトイレ。

NEW PUBLIC TOILET HL。
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「会員交流事業を群馬で開催！」
― 東京総会が8月20日（土）、京王プラザホテルにて開催へ ―

　平成27年11月14日、15日に「会員交流事業」が
全管連賛助会員の積水化学工業㈱の群馬工場にて開催
されました。当日は理事20名をはじめ、全国の青年部
の会員を含め31名の参加がありました。
　14日（土）の12時に高崎駅に集合して、バスにて積
水化学工業㈱群馬工場へと向かいました。
　当日は若干の遅れがありましたが、無事工場に到着し
天候の悪い中、群馬工場の方々に迎えて頂きました。
　最初に会議室を借りて「第100回理事会」が行われ
ました。この理事会の大きな議題は来年に開催される第
20回通常総会の開催地、開催日時の審議となりました
が、8月20日（土）に東京都新宿区の京王プラザホテ
ルにて開催されることとなりました。皆様、日程の確保を
今からお願いします。また、栃木県等で発生した河川氾
濫に伴う義援金を有志から集め、5万円を宇都宮市青年
部へ贈呈いたしました。その後、積水化学工業㈱による
「水道用耐震ポリエチレン管」講演があり、近年の新設・

布設替延長が統計的に減ってきている現状ですが、水道
用耐震ポリエチレン管は平成18年から5年間で3倍以上
の新設・布設替延長になっており、震災による耐震管の
性能が証明されたことで、新設・布設替延長が伸びてき
ているのだと思います。
　その後、水道用耐震ポリエチレン管の可とう性の実演
を見せてもらい、管が大きく曲がっても大丈夫な可とう性
を持っており、伸縮性も、継ぎ手部分の伸縮でなく管全
体が伸縮するようになっていて、継ぎ手部は電気融着に
より接合するので、鋳鉄管のように差し込んで抜けないよ
うにするのでなく、一体化させる構造なので、実際震災
に見舞われた、長野県北部　神城断層地震（2014年
11月23日）の時、地表面が80cm隆起し、30cm横
ずれした現場で水道用配水ポリエチレン管の被害は、上
下に約70ｃｍ変位し左右には、約45cm変位が確認で
きたが破損も漏水も無かった事例がありました。
　水道工事に関わる人は、安心、安全な水を届けるため
に施工努力を惜しみませんが、今回工場で見学した中で、
管や継ぎ手は機械で製造しており、殆ど作業する方がい
なかったことに驚きましたが、多種多様の管種や継ぎ手
の多さには、驚愕するばかりでした。製造側の熱意と思
想は、施工側と思いは一緒だと感じました。
　今回の研修で、工場見学、商品説明、意見交換が行
われましたが、積水化学工業㈱群馬工場の皆さんの丁寧
な説明とわかり易い実演で製品の仕組みがわかりまし
た。改めて御礼を申し上げます。
　研修後はバスで移動し、ホテルメトロポリタン高崎にて
懇親会が行われ、その後高崎市内へと、二次会へ移動し、
三次会では、楽器演奏の出来る店で深夜まで盛り上がり

ました。その日に、〆のラーメン屋に2回も行った人がい
たそうです。本当に長い一日が終わりました。
　翌日の15日、9時にバス乗り場集合でした、が翌日の
疲れもあってか少し遅れてしまった人もいましたが、伊香
保温泉散策へと出発しました。
石段街に到着し、伊香保神社まで365段つづく石段の
両側には、旅館やホテル、食事処やみやげ物店が並び、
観光客で賑わっていました。階段を上がって伊香保神社
で参拝し、奥の湯元源泉池まで行きました。行列になっ
ているお店の、温泉饅頭を買おうとしている人もいました

が、時間の都合
上買うことが出来
なかったそうで
す。伊香保の風情
ある温泉街を歩い
て見て回ったあ
と、ホテル松本楼
にて温泉の入浴を
し、裸のお付き合
いをしながら交流
して、昼食をいた
だき、高崎駅に戻
り解散となりまし
た。
　最後に、このよ
うな素晴らしい事
業を開催するにあ
たり参加された皆様に改めて感謝申し上げるとともに、
今後とも本会事業にご協力を頂ければと存じます。

北澤理事（新潟市管工事業協同組合青年部）

第100回理事会

会場の積水化学工業㈱群馬工場

研修会を熱心に聞き入る参加者

お約束の温泉写真

義援金を宇都宮市青年部へ贈呈

紅葉の伊香保温泉街

伊香保温泉めぐり


